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　市内で新たに農業を始めたい人や農業法人な
どへの就職を希望する人を対象に、農業の基礎知
識や実際の農業生産技術、農産物販売、農業経営
などを学ぶ農業塾の受講生を募集します。
と　き　10月～来年2月のうち7日間いずれも土
　曜日10時～16時
内　容　農業の基礎に関する講義および農家研
　修など（簡単な実習あり）
対　象　市内に在住の20歳以上の人（家庭菜園
　志向の人は除く）
定　員　書類選考20人
参加費　7,000円（資料代など含む）
申し込み　9月21日(水)までに直接または電話で
　農林水産政策課へ

　県内の公共温泉15施設(温浴施設含む)の湯め
ぐりを楽しむスタンプラリー「目指せ！達人　三重
の公共温泉ゆら～り湯ラリー」を開催します。　
　スタンプ3個ごとに、お渡しする応募券で抽選
に参加すると、合計で50人に「ご当地賞」として、
宿泊券またはご当地グルメ、グッズなどが当たり
ます。さらに、全施設のスタンプを集めた人には、
もれなく「達人賞」として、達人シリアルナンバー
と達成した人の名前が刺しゅうされたタオルなど、
三重のお風呂セットをプレゼントします。
開催期間　9月1日（木）～来年2月29日（水）
市内の参加施設　　原自然の森温泉保養館湯の
　瀬および一志温泉やすらぎの湯
参加方法　参加施設に設置のパンフレットをご覧
　ください。

問い合わせ　　原自然の森温泉保養館湯の瀬
　　　　　　　252－1800　　252－2052
　　　　　　一志温泉やすらぎの湯
　　　　　　（とことめの里一志）　
　　　　　　　295－0118　　295－0115

　「歴史」に「健康」の要素を取り入れ、各地域を
巡る「歴史健康ウオーク」を本年度は3回開催し
ます。
　 1 回目の今回は、史跡などを巡りながら、のど
かな田園風景の中を歩く「安濃コース」です。か
つて大正時代に走っていた軽便鉄道（安濃鉄道
片田支線）の廃線跡も歩きます。主な場所では、
地元ガイド会の皆さんによる説明があるほか、近
鉄津新町駅前で受け付けした先着300人にぜん
ざいの振る舞い、焼きもの博物館特製の小物や
シロモチくん缶バッジのプレゼントがありますので、
ぜひご参加ください。
　文化振興課または教委生涯学習課、市本庁舎1
階ロビー、各総合支所地域振興課などでパンフレ
ットを配布しています。

開催日　9月11日（日）　※雨天決行、荒天中止
受け付け　9時～10時（近鉄津新町駅前）、9時
　30分～10時40分（忠盛塚、駐車場はありません）
コース　津新町駅→（バス）→忠盛塚→産湯池→
　軽便道→分部城跡→平泉神社→もくざい工房
　→孝女登世墓→善福寺（毘沙門天立像特別拝観）
　→焼きもの博物館→安濃中央総合公園→明合
　古墳→安濃郷土資料館→市安濃庁舎→（バス）
　→津新町駅
参加費　無料　※バス代（往路大人290円、小児
　150円、復路大人390円、小児200円）別途必要

○お帰りに、あのう温泉もご利用ください
　利用料　13歳以上300円、3～12歳150円、2
　　歳以下無料

　看板などの屋外広告物は、情報の伝達や街の活性
化に不可欠なものですが、無秩序に設置すると自然の
景観や街の美観を損なうことにもなりかねません。ま
た、管理が適切でない場合は、転倒や落下により通行
人がけがなどをする恐れもあります。
　こうしたことから、屋外に設置する広告物には県の
屋外広告物条例によって設置場所や大きさ、その他の
規格についてさまざまな規制があります。たとえば店
舗や営業所などに自己の営業用広告物を設置する際
には、表示面積が1方向につき10㎡を超える場合に許
可が必要となります。詳しくはお問い合わせください。

９月10日は屋外広告物の日です９月10日は屋外広告物の日です
看板その他の屋外広告物を
設置する場合は許可が必要です
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秋の経ヶ峰を楽しもう！
経ヶ峰ハイキング

問い合わせ　農林水産政策課
　　　　　　　229－3172　　229－3168

ご存知ですか？

問い合わせ
　都市計画課　　229－3290　　229－3336

　当日参加も可能ですので、ぜひご
参加ください。
と　き　10月1日（土）9時～　※受
　け付けは8時～、雨天の場合は2日
　（日）
ところ　草生公民館集合
費　用　300円（保険料含む）
申し込み　直接または電話で安濃
　中央総合公園内体育館または安
　濃総合支所地域振興課へ

問い合わせ
　安濃中央総合公園内体育館
　　268－0100　　268－3220
　安濃総合支所地域振興課
　　268－5511　　268－3357

　明治36（1903）年9月20日、京都で乗り合い自動車の
運行が始まりました。現在では「バスの日」として親しま
れているこの日が、日本のバス事業の始まりといわれて
います。
　明治時代は、車両の故障が相次ぎ、本格的な営業の継
続が難しかったという話もあります。大正時代に入ると、
自動車の信頼性も高まり、全国的にバス事業が発展しま
した。そのころは、多くが数人乗りの小さな乗用車を使っ
ていたそうです。
　東京では、大正12（1923）年に起こった関東大震災の
影響で、路面電車が大きな被害を受けたため、応急措置
として800台余りのバスを導入し、運行を開始しました。
　今年3月11日に発生した東日本大震災でも、災害時の
緊急対応用の車両として、バスは欠かせない交通手段の
一つとして活躍しています。
　この機会に、身近で便利な公共交通手段であるバスを
再認識し、マイカー抑制による地球温暖化の防止や省エ
ネルギーのためにバスを利用してみませんか。

9月20日は「バスの日」9月20日は「バスの日」

健康ウオーク①（安濃コース）

問い合わせ　文化振興課　　229－3250　　229－3247

昨年の経ヶ峰ハイキング

問い合わせ　交通政策課
　　229－3289　　229－3336

歴史

平氏発祥伝説地・忠盛塚から安濃へ（約12km）
申し込み不要
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